
カルチャー・ショック
外国人のみた日本

情
報
社
会
、
そ
れ
は
集
団
と
協
力
の
文
化
？

ラ
ザ
フ
ィ
マ
ヘ
フ
ァ
・
イ
ヴ
ォ
ハ
シ
ナ
・
フ
ィ
ザ
ラ

Razafimahefa Ivohasina Fizara
出身地：マダガスカル・アンタナナリボ
所属：タンホンバト県・県庁エコノミックアドバイザー
日本滞在：2005 年 5月～ 8月

本
誌
二
○
○
四
年
一
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、

私
は
（
日
本
の
よ
う
な
）
先
進
国
と
（
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
の
よ
う
な
）
開
発
途
上
国
と
の
生
活
水
準
の

「
真
の
」
格
差
を
述
べ
た
が
、
今
回
の
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
は
母
国
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面

の
紹
介
は
さ
し
控
え
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
観
点
か
ら

執
筆
し
て
み
た
い
。
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
私
が
熱

心
に
貧
困
問
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
母
国
の
発
展

に
貢
献
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
先
ず
私
は
、

生
活
し
て
い
た
日
本
社
会
を
分
析
し
、
次
に
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
の
発
展
に
役
立
つ
こ
と
を
見
つ
け
る
こ

と
に
し
た
。

日
本
社
会
に
対
す
る
一
番
目
の
印
象
は
、「
情

報
社
会
」
と
い
う
こ
と
だ
。
誰
も
が
情
報
│
特
に

若
者
は
「
現
在
や
未
来
」
の
情
報
、
年
配
者
や
老

齢
者
は
「
過
去
」
の
情
報
│
を
渇
望
し
て
い
る
。

日
本
の
若
者
は
、「
情
報
技
術
」
に
よ
り
常
に
時

代
の
最
先
端
に
と
ど
ま
ろ
う
と
必
死
に
な
っ
て
い

る
が
、
年
配
者
や
老
齢
者
の
多
く
は
、
日
本
や
世

界
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
欲
し
て
い
る
。
彼
ら

は
ま
た
、
書
物
、
集
会
、
旅
行
な
ど
を
通
し
て
様

々
な
国
々
の
歴
史
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

日
常
生
活
で
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
と
い
う
国
が

日
本
人
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
国
で
あ
る
か

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
た
め
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
を

日
本
社
会
に
紹
介
し
た
い
私
の
気
持
ち
と
、
日
本

人
が
よ
り
多
く
の
情
報
を
望
ん
で
い
る
こ
と
と
は

う
ま
く
合
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の

た
め
私
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
主
催
し
、
様
々
な
年

齢
層
の
方
々
に
現
在
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
を
紹
介
し

た
。
特
に
経
験
豊
か
な
年
配
者
の
方
々
に
母
国
の

こ
と
を
紹
介
で
き
た
が
、
彼
ら
と
共
通
の
話
題
に

つ
い
て
定
期
的
に
情
報
交
換
も
行
え
、
そ
の
集
ま

り
は
有
意
義
に
感
じ
ら
れ
た
。

日
本
社
会
に
対
す
る
二
番
目
の
印
象
は
、「
集

団
の
文
化
」
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
最
近
で
は
や

や
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
日
本
人
は
何
よ
り

も
集
団
に
属
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
外
か
ら
み

れ
ば
、
そ
の
集
団
は
家
族
よ
り
も
重
み
が
感
じ
ら

れ
る
。
日
本
人
は
集
団
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
集
団
内
で
各
々
の
意
見
が
熟
考
さ
れ
た
後
に

決
定
が
下
さ
れ
る
。
だ
か
ら
集
団
内
で
は
、
単
独

で
決
断
し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
部
外
者
」
的
な
行

為
と
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
。
集
団
で
決
定
さ
れ
た

こ
と
は
ス
ム
ー
ズ
に
物
事
が
進
む
一
方
、
個
人
主

義
的
な
行
為
は
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

こ
の
二
つ
の
印
象
を
心
に
と
め
つ
つ
、
日
本
と

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
関
係
を
結
び
つ
け
、
私
は
母
国

を
発
展
さ
せ
る
方
法
を
探
っ
た
。
神
戸
で
の
滞
在

中
、
私
は
母
国
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
を
紹
介
し
よ
う
と

試
み
た
。
経
済
発
展
に
お
い
て
は
、
両
国
間
に
は

か
な
り
の
格
差
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
周
囲
の

人
々
の
関
心
も
引
こ
う
と
し
た
。
そ
の
後
、
親
し

い
知
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
両
国
が
協
力
で
き
る

よ
う
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
た
。
更
に
、
母
国

を
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
を
、
私
が
彼

ら
に
伝
え
た
こ
と
で
、
一
二
人
も
が
二
○
○
五
年

四
月
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
へ
と
旅
立
っ
た
。
母
国
の

潜
在
能
力
や
協
力
可
能
な
分
野
を
調
査
し
た
こ
と

に
よ
り
、
以
下
の
こ
と
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

①
タ
ン
ホ
ン
バ
ト
県
の
地
元
の
小
学
校
に
財
政

支
援
が
行
わ
れ
た
。

②
日
本
か
ら
同
県
の
消
防
署
に
消
防
車
が
送
ら

れ
た
。

③
同
県
の
住
民
に
衣
類
や
学
校
で
使
用
さ
れ
る

教
材
が
送
ら
れ
た
。

右
記
の
活
動
を
通
し
て
、
私
が
感
動
し
た
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
具
体
的
に
は
次
の
通
り
だ
。

①
協
力
の
文
化
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
と
い
う
国
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
両
国
の
協
力
関
係

を
迅
速
に
築
く
た
め
に
、
私
に
会
っ
て
く
れ
た
人

々
が
積
極
的
に
、
ま
た
熱
心
に
応
じ
て
く
れ
た
。

②
力
強
さ
。
私
に
は
時
に
到
底
及
ば
な
い
ペ
ー

ス
で
物
事
を
進
め
ら
れ
る
、
そ
の
組
織
の
メ
ン
バ

ー
に
力
強
さ
を
感
じ
た
。

③
情
熱
。
誰
も
が
自
分
の
仕
事
に
専
心
し
た
。

④
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。
迅
速
に
、
何
事
に
も
屈

せ
ず
に
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
ま
た
、
宮
沢
賢
治
が
小
説
の

一
節
で
願
っ
た
、
人
生
に
対
す
る
教
訓
で
も
あ
る
。
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